
１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

7  6  5 4  3

さ
ん
の
う

宮
城
・山
王
遺
跡

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類
　
地
方
都
市
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
―
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

宮
城
県
多
賀
城
市
南
宮
字
人
幡

一
　

一
九
九

一
年

（平
３
）
四
月
１

一
二
月

一
一　

一
九
九
二
年
四
月
１

一
九
九
三
年
二
月

多
賓
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

一　

千
葉
孝
弥

一
一　
瀧
口
　
卓

・
千
葉
孝
弥

Ｒ
東
北
本
線
岩
切
駅
か
ら
多
賀
城
跡
に
か
け
て
の
県
道
泉

・
塩
釜
線
沿
い
の
地

域
は
、
標
高
五
―
六
ｍ
の
微
高
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
微
高
地
は
、
七
北
田

川
や
多
賀
城
跡
の
西
側
を
南
流
す
る
砂
押
川
の
沖
積
作
用
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ

た
自
然
堤
防
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
本
遺
跡
を
は
じ
め
多
く
の
遺
跡
が
残
さ
れ

て
い
る
。

一　
第

一
二
次
調
査

本
調
査
区
は
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
の
南
西
約
三
〇
〇
ｍ
の
地
点
に
位
置
す
る
。

一
九
人
八
年
度
か
ら
自
動
車
専
用
道
路
建
設
に
関
わ
る
調
査
が
行
な
わ
れ
、
古

墳
時
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
遺
構

・
遺
物
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。
中
世

の
屋
敷
跡
や
平
安
時
代
の
街
区
の
下
層
か
ら
は
奈
良
時
代
の
遺
構
が
発
見
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
内
Ｓ
Ｅ
五
二
〇
八
井
戸
か
ら
木
簡

一
点
が
、
Ｓ
Ｄ

一
人
○
溝
か

ら
木
簡

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
五
二
〇
人
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
本
誌

第

一
人
号
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
Ｓ
Ｄ

一
人
○
溝
出
土
木
簡
を
と

り
あ
げ
る
。
Ｓ
Ｄ

一
人
Ｏ
溝
跡
は
幅
約
四

。
二
ｍ
の
大
溝
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
調
査
で

一
一
〇
ｍ
以
上
に
わ
た
っ
て
検
出
し
て
お
り
、
区
画
溝
と
考
え
ら
れ

る
。
堆
積
土
は
大
き
く
三
分
さ
れ
、
上
層
か
ら
は
多
量
の
土
器

。
木
製
品
を
は

じ
め
漆
紙
文
書
、
漆
沙
冠
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
上
層
は
さ
ら
に
二
層
に
細

分
さ
れ
、　
一
層
か
ら
は
漆
紙
二
号
文
書
、
二
層
か
ら
は
漆
紙

一
号
文
書
、
そ
し

て
今
回
紹
介
す
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
漆
紙
文
書
の
年
代
な
ど
か
ら
、
Ｓ

Ｄ

一
八
〇
溝
跡
上
層
の
年
代
は
槻
ね
入
世
紀
中
葉
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
漆
紙
文

書
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
釈
文
を
掲
げ
て
お
く
。
詳
し
く
は
関
係
文
献
を
参
照
。

山
王
遺
跡
は
仙
台
市
の
中
心

部
か
ら
北
東
約

一
〇
ｋｍ
、
特
別

史
跡
多
賀
城
跡
の
南
西
に
広
が

る
遺
跡
で
あ
る
。
本
遺
跡
の
あ

る
多
賀
城
市
西
部
は
、
地
理
的

に
い
う
と
広
義
の
仙
台
平
野
の

台

ゴ
東
部
に
あ
た
り
、
仙
台
市
東

仙

部
か
ら
続
く
広
い
沖
積
地
の
一

部
に
あ
た
る
。
そ
の
う
ち
、
Ｊ



1999年出土の木簡

漆
紙
文
書

一
号

（漆
付
着
面
）

〔
七
カ
〕

ｔａ，
　
。
×
年
汁
回

承刊
マ麻朧
静
網年
×

×
弟
君
子
マ
足
麻
×

×
得
年
十
四

×
年
十
九

×
年
十
七

×
年
汁
七

×
□
七

白
髪

マ

刀
自
売

〔女
力
〕

□
財
マ
刀

陸
奥
国
□

（オ
モ
テ
面
）

〔
苅
力
〕

〔大
力
〕

□
伴

□
　
口

〔済
力
〕

×
□
王
敬
×

・
□
知
□

□
行
□

□
×
□
国
人
×

ｔｅナ
　
。
□
　
□

×
君
子
マ
ロ

件
□
人
従
口
麻
呂
来

戸
里
戸
主
神
人
マ
千
□

件
二
人
従

戸

□ 回

直
接
接
合
し
な
い
六
断
簡

（ぐａｌ
ｌ
⑪
断
簡
）
か
ら
な
る
。
漆
付
着
面
に
つ
い

て
は
、
ω
断
簡
の
記
載
が
正
倉
院
文
書
中
の
和
銅
元
年

（七
〇
八
）
「陸
奥
国
戸

日
損
益
帳
」
の
記
載
に
類
似
し
て
い
る
の
で
、
本
文
書
は

「陸
奥
国
戸
口
損
益

帳
草
条
」
と
呼
ぶ
べ
き
性
格
の
帳
簿
と
見
ら
れ
る
。
作
成
時
期
は
、
「戸
里
」

の
記
載
か
ら
、
里
制
ま
た
は
郷
里
制
下

（七
四
〇
年
以
単け

に
求
め
ら
れ
る
。

オ
モ
テ
面
は
、
漆
付
着
面
の
廃
棄
後
に
紙
背
を
二
次
利
用
し
た
文
書
と
思
わ
れ〔済
力
〕

る
が
、
内
容
は
不
詳
。
「戸
□
」
の

「□
」
は

「興
」
ま
た
は

「奥
」
か
。
「□

王
敬
」
と
あ
る
の
は
、
東
大
寺
大
仏
建
立
に
際
し
て
陸
奥
国
か
ら
黄
金
を
献
上

し
た
こ
と
で
有
名
な
、
百
済
王
敬
福

（当
時
陸
奥
守
）
の
こ
と
だ
ろ
う
。

漆
紙
文
書
二
号

下
弦

×
酉
火
執

×
戊
木
破

×
亥
木
危

庚
子
土
成
上
収
金
開
　
　
　
土
壬

×
閉
×
気
北
行

歳
×
歳
前
歳
前
歳
前
歳
前
歳
前
血
×

歳
前
天
道
人
×



具
注
暦
の
断
簡
で
あ
り
、
儀
鳳
暦
の
天
平
宝
字
七
年

（七
△
じ

一
一月
下
旬

か
ら
三
月
に
か
け
て
の
も
の
と
比
定
可
能
で
あ
る
。

一
一　
第

一
七
次
調
査

第

一
二
次
調
査
区
の
東
側
に
あ
た
る
。
木
簡
は
Ｓ
Ｋ
五
四
三
二
土
坑
か
ら

一

点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｋ
五
四
三
二
土
坑
は
、
平
面
形
が
長
辺
七

・
七
ｍ
短
辺
○

・

八
―

一
・
三
ｍ
の
長
方
形
を
呈
し
、
漆
紙
四
号
文
書
や
漆
器
皿
の
破
片
な
ど
が

出
上
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
遺
物
か
ら
、
Ｓ
Ｋ
五
四
三
二
土
坑
の
年
代
は
人
世

紀
前
葉
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
遺
構
か
ら
も
、
こ
の
調
査
で
は
計
六

点
の
漆
紙
文
書

０
二
号
―
八
号
）
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
主
な
も
の
に
つ
い

て
は
こ
こ
に
釈
文
を
掲
げ
て
お
く
。

漆
紙
文
書
三
号

二
層
に
重
な
り
、
さ
ら
に
小
断
片
が
散
乱
し
た
状
態
で
出
土
し
た
。
内
容
は
、

計
帳
と
み
て
問
題
な
い
。
「駅
家
里
」
の
記
載
か
ら
、
作
成
時
期
は
里
制
ま
た

は
郷
里
制
下
に
求
め
ら
れ
る
。

漆
紙
文
書
四
号

×
年
□
…
歳

×
年
伍
拾
歳

×
陸
拾
伍
歳

小
子
少
×
正
丁

二

×
課
見
半
輸
正
丁

財
部
小
里
年
伍
…
伍
歳

妻
財
部
古
祢
売
年
伍
拾
卑
歳

正
丁
課
戸

丁
妻

男
財
部
得
麻
呂
年
弐
拾
玖
歳

男
財
部
真
得
年
弐
拾
伍
歳

女
財
部
得
刀
自
売
年
拾
伍
歳

女
財
部
真
得
売
年
拾
弐
□

□
□
日
□
弐

（漆
付
着
面
）

形
見
酢
砕

□
弐
課
見
輸

戸
男
獲
子
梓
菰

丁

割
附
駅
家
里
戸
主
丈
部
祢
麻
呂
為
戸

丁

（オ
モ
テ
面
）

出
挙
人
百
汁
四
束

□
貸

一
百
九
東

老

女

上
件
十
日
従
白
麻
呂
□

×
口
壱
拾
不
□
…
口
…
男

一構
甍

二
緑
児
　
口
陸
女

戸
叔
父
那
勢
御里
ハ

戸
女
古
祢
畔
酢

土
師
器
に
付
着
し
た
状
態
の
ま
ま
出
土
し
た
。
内
容
は
、
漆
付
着
面
は
計
帳

様
文
書
、
オ
モ
テ
面
は
出
挙

。
借
貸
関
係
の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
計
帳
様
文

書
は
大
宝
二
年

（七
〇
一
じ
御
野
国
戸
籍
の
様
式
に
近
く
、
養
老
五
年

（七
二



1999年出上の木簡

漆紙文書一号

輩
奪
争
ａ
常
ゝ

漆紙文書三号



一
）
以
前
の
様
式
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る

（関
係
文
献
）
。
ま
た
付
着

し
て
い
る
土
器
も
入
世
紀
前
葉
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

漆
紙
文
書
五
号

麻
呂
参

〔麻
呂
畠

拾
力
〕

□
□
津
□

□
国
参

吉
□
侯
部〔部
力
〕

侯
□〔部
力
〕

木
□

不
規
則
に
折
り
畳
ま
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
軍
四
□
侯
部
」
は

「吉
美
侯

部
」
ま
た
は

「吉
弥
侯
部
」
だ
ろ
う
。
『続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
九
歳

（七
五

七
）
三
月
乙
亥
条
に
は
、
「君
子
部
為
≧
口
美
侯
部
こ

と
あ
り
、
本
文
書
の
作

成
年
代
も
そ
れ
以
降
に
求
め
ら
れ
る
。

漆
紙
文
書
六
号

（漆
付
着
面
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（オ
モ
テ
面
）

・

口
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
］
　
　
　
　
　
　
　
　
。
章
□
回

男
同
国
マ
智
足
　
丸
子
マ
乙
万
　
　
　
章
□
□
□

□
□
全
女
□
□

□
□

（他
に
異
筆
で

「人
」
龍
明
〕な
ど
墨
痕
多
数
あ
り
）

上
下
端
と
も
欠
損
し
て
い
る
が
、
文
書
木
簡
の
書
き
止
め
部
分
と
判
断
で
き

る
。
そ
れ
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

一
一　
第

一
七
次
調
査

ω

　

嶋
□
□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（昼
×
ｅ
ｘ
Ｏ

ｏ鎌

右
半
分
が
二
次
的
加
工
に
よ
っ
て
木
簡
の
墨
痕
が
失
わ
れ
て
い
る
。
内
容
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

木
簡

・
漆
紙
文
書
の
釈
文

・
内
容
に
つ
い
て
は
、
関
係
文
献
中
に
平
川
南
氏

の
報
告
が
あ
り
、
本
稿
は
そ
れ
を
引
用

・
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

多
贅
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

『山
王
遺
跡
Ｉ
Ｉ
仙
塩
道
路
建
設
に

係
る
発
掘
調
査
報
告
書
』
盆
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
孝
行
）

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
二
次
調
査

ω

　

堪
□
□
”
注
事
状
申
送

（
示

９

×

６

じ

×

６

）

ｏ
曽




